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の
資
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歌
態
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側
は
企
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資
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調
達
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示
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貸
借
封
照
表
は
企
業
の
財
政
的
機
構
の
縮
圖
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
企
業
は

一
つ
の
有
機
髄
で
あ
る
か
ら
貸
借
封
照
表
の

資
産
の
側
の
示
せ
る
設
備
、
在
庫
品
、
費
掛
金
等
が
相
互
に
叉
は
企
業

の
全
膿
資
本
に
封
し
て
調
和
的
比
例
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
。

勿
論
企
業
財
産
の
構
成
歌
態
は
企
業
の
種
類
に
依
つ
て
特
異
性
を
有
し
、
同
種
企
業
に
在
つ
て
は
競
争
標
準
が
存
在
す
る
。
又
景

氣
の
攣
動
に
ょ
つ
て
そ
の
構
成
歌
態
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
不
釣
合
な
構
成
歌
態
、
例

へ
ば
設
備
が
販
賓



高
に
比
較
し
て
過
大
で
あ
つ
た
り
、
叉
は
在
庫
品
或
は
費
掛
金
が
販
費
高
に
封
し
て
過
大
で
あ
る
が
如
き
は
企
業
に
不
利
釜
を
與

へ
、
や
が
て
企
業
の
損
釜
及
び
生
存
關
係
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
企
業
財
産
の
構
成
如
何
は
企
業
の
牧
盆
力
に
重
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
之
を
逆
に
云
へ
ば
企
業

の
牧
盆
力
を
知
る
が
爲
に
は
企
業
の
財
産
構
成
を
詳
細
吟
味
す
る
事
が

一
の
重
要
事
で
あ
る
。

か
く
論
じ
來
れ
ば
企
業
財
産
の
構
成
研
究
の
範
園
は
大
髄
三
つ
に
分
つ
事
が
出
來
る
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↓

企
業
の
種
類

に
よ
る
財
産
構
成
の
特
異
性
。

M二

企
業
財
産
構
成
の
牧
釜
に
及
ぼ
す
影
響
。

M三

景
氣
攣
動
の
財
産
構
成
に
及
ぼ
す
影
響
。

、

(
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下
順
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追
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資
金
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企
業
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類
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つ
て
大
い
に
特
異
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
或
種
企
業
は
使
用

全
艘
資
産
の
大
部
分
が
固
定
資
産
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
叉
他
の
企
業
は
使
用
全
饅
資
産
の
極
め
て
小
部
分
が
設

備
に
投
下
さ
れ
大
部
分
が
商
品
、
費
掛
金
、
現
金
の
如
き
流
動
資
産
に
蓮
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
斯
く
の
如
く
各
種
の
資

産
に
投
下
さ
れ
た
る
資
産
の
割
合
は
企
業
の
種
類
に
よ
つ
て
大
い
に
異
に
し
著
し
き
特
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
貸
借
封
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け
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ら
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い
。
此
等
の
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各
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第 一 表

猫乙に於 ける各種企業の財産構成表(Ig27年)(1)

管 業 部 門 管業鍛
設備
財産
取引
財産 螢 業 部 門 管業数

設備
財産
取引
財産

鑛 山 業 111 64℃3 35・7 化 學 工 業 430 41.7 58.3

牧 畜 業 68 498 5(転2 電氣及光學工業 95 48.5 51・5

土 砂 業 189 51.9 48.1 天斯水讃電氣業 143 758 24.2

金 厨 加 工 業 299 47・2 52£ 繊 維 コニ 業 443 3&5 61.5

機械及自動車業 259 41.1 5&9 搬 服 業 70 247 75.3

皮 革 及 靴 業 86 2a7 77・3 材 木 業 H7 34・9 65.1

製紙業紙器業 85 51.6 48.4 建 築 業 179 6α2 338

印 刷 業 138 54.o 46.o 食料品享樂品業 384 35・1 64.9

備 考=一 本 衷 にGrundeinerTabelleimBerlinerTageblatt,Nr.423vom7.

NovemberIg27よvJSchmaltzの 前 掲 書 に 引 用 ぜ ろ も のo

第 二 表

瑞典に於ける各種企業の財産構成表

産 業 名 年 次 倉肚数
固定
資産

系雪i管

蓼・加
商品
受取勘
定現金
其 他
合 計

製 革 工 業 1913 105 31・5 司496 18.9 100

製 靴 工 業

護 護 工 業

1913

1913

67

5

31・0

36.5

」47。

45{郷

22.0

35.5

100

1QO

繊 維 工 業

醸 造 工 業

1912

{
1924

1926

267

11

532

60.o

341

14.0

1。 丘。

ト7
.o

174

1倶o

100

100

製 材 業 1915 12 6丘1 3・7 192 II.0 100

鐵鍍山業及製鐵工業 1913 93 69.1 64i 12β 11.7 】[00

バルブ及製紙工業 1913 60 6&3 3・7 17.6 Io.4 =oo

(純 製 紙 工 業) Ig13 20 71ρ 47 15.7 8あ 100
ヘー 一一 一 鞠 げ'

餓 道 業 1914 一
go・5 33丘21

1

100

我
國
主
要
企
業
経
菅
の
静
的
分
析
に
關
す
ろ

一
研
究

六
〇

備 考3一 本 衷 はO.Sil1,mがAnnahlenderBetriebswirtschaft,,(江1.Band,

HeftI,1928)誌 上 に於 て叢 衷 せ る 「瑞 典i:於 け ろ螢 業 財 産 構 成 及 資

本 源 泉 に 關 す る貸 借劉 照表 分 板 的研 究 」 な る論 丈な 西 垣富 治 氏 が 経

管」経 濟 研 究 第 六 冊P.zr1-r541:照 介ttる 「企 業 財 産 構 域 比i率 に 闘

す る研 究 」 よ り作 成 ぜ る もの な り。



第 三 表

米國に於 ける各種企業の財産構成表(lg26dip)

調 査會杜鍛359,449

1 ,

産 業 ・ 名 流動資本 固定設備 有債謹券 其 他

農 業 關 係 産 業 ニア4 60.6 α8 21.2

炭 畷 業 14.9 65.5 2.5 17・2

(製 造 工 業) (37.7) (4LI) (a8) (正&4)

農 産 物 製 造 業 35.6 37・4 Ig 25・1

紡 績 業 51.o 362 2.5 10・3

製 革 業 60ρ 2牛1 1.9 140

ゴ ム 及 ゴ ム製 品 業 45.8 40.0 o.8 13・3

木 工 業 37.8 46.1 19 14・2

製 紙 業 3q6 47.6 1β 20.0

印 刷 業 292 32.8 3.6 34・3

化 學 工 業 27忍 438 a3 26.1

ガ ラ ス 及 窯 業 29.9 5L7 38 叫5

鐵 工 業 399 43」 3忍 13・2

雑 工 業 45.5 31・3 a3 1ウ9

建 築 業 49・o 2郭7 2.0 21・3

蓮 輸 業 67 71.1 α5 21.7

貿 易 業 6牛6 21.3 1.9 12.2

族 館 及 劇 揚 業 17.8 57.1 α9 24.2

金 融 業 18.9 154 67 591

雑 2箔 江 3正9 =.5 395

総 平 均
1

.24・5 3&98 348 33・04

備1考=・ 一一・本 表ltEdmandなLincoln氏 のi陵 表 に 工 る もの に して

AppliedBusinessFinance.Table82(p.806)Analysisof

BalanceSheetsofallCorporationsSり 作 成 ぜ る もの な り

尚 」.G.Bliss氏 の 螢i菱 に よ るrg21年 の 来 國 各 種 産 業 の

財 産 構 成 表 ばFinanicalandOperatingRatioinManage・

ment.P.165謬 照o
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第 四 表

我が國に於ける各種企業の財産構成表

(昭和五年下孕期)

産 粟 名 會肚数

1

婆劉 薙 産 業 客轍 魏
ρ

嬰蜜

1比 較的高き固定資産の配分な有す ろ産業部門

窯 業

洋 灰 業

入i造絹縣工業

鐵 鋼 業

電 氣 業

土地建物業

瓦 斯 業

28

12

5

10

10

H

4

隔

29

25

28

31

23

22

14

71

75

72

69

77

78

86

石 油 業

海 運 業

鑛 業

鐵道軌道業

倉 庫 業

印 刷 業

3

8

15

23

23

11

28

24

35

23

23

25

72

76

65

77

77

75

II比 較的高 き流動資 産の配分彪有す る産業部門

機 械 工 業

澄 船 業

取 引 所

水 産 業

35

8

6

4

55

54

84

71

45

46

16

29

製 紙 業

製材木材業

貿 易 業

7

5

4

52

66

89

48

34

11

III其 他
{一 了

紡 綾 業

金 厨 工 業

羊 毛 工 業

製 粉 業

百 貨 店

10

笈6

9

5

4

45

38

37

39

36

55

62

63

61

64

化 學 工 業

食料 品工業

肥 料 工 業

製 糖 業

60

25

9

6

48

41

50

39

52

59

50

61

III【 総 産業部 門 よりの亭均

{376匝51 595[ ll

我
國
主
要
企
業
経
螢
の
静
的
分
析
に
關
す

る

日
研
究

山公

備考:一 本衷 に三菱合資會杜資料課調ぺな基礎 として小菅敏耶氏 の計算に

Sる ものsvJ作 成す(経 螢 と経濟第三巻第二號24頁 蓼照)。



と

の
表

に
よ
り

て
も
明
か
な

る
如
く
比
較
的
高

き
固

定
資
産

の
配
合
を
有
す

る
産
業

部
門
は
、
瓦
斯

(
八
六
)
、
電
氣
(
七
七
)
、

鐡
道
(
七
七
)
、
倉
庫
(
七
七
)
、
海

運
業

(
七
六
)
等

の
如
き
所
謂
公

釜
企
業

と
、
窯
業

(
七

U
)
、
洋
次
業

(
七
五
)
、
入
造
絹
糸

工

業
(
七
二
)
、

鐵
鋼
業

(
六
九
)
等

の
如
き

一
部
製
造

工
業

で
あ
る
。

反
之
、
資
本

の
大

部
分

が
流
動
資
産

に
投
資
さ
れ

て
ゐ
る
産

業

は
貿
易
業

(
八
九

)
、
取
引
所
(
八
四
)
、
水
産
業

(
七

一
)

の
如

き
も

の
で
あ

る
。
而

し

て
此
等
産
業

の
申
数

種
を

と
り

て
、
欧

米

の
前
掲
表

と
比
較

す
れ
ば
次

の
如
く
、
我
國
産
業

の
財
産
構
成

の
特

殊
性

を
考
察
す

る
事

が
出
來

る
。

釣 評 ρ・ 塾 ← 伊 ρ ξ鴫

迎 紗 歯 燵 難 燵 欝 戴
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我
國
主
要
企
業
経
螢
の
静
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

六
三



我
國
主
要
企
業
経
管
の
静
的
分
析
に
闘
す
る
「
研
究

六
四

以
上
の
考
祭
は
企
業

の
財
産
構
成
を
固
定
資
産
と
流
動
資
産
と
に
分
類
し
、
其
等
が
配
分
度
合
の
上
よ
り
企
業

の
特
異
性
を
外

部
的
に
研
究
せ
ん
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
園
ゴ
ヨ
彗

氏
①
は
各
種
産
業
の
特
性
を
決
定
す
る
に
、
當
該
製
品
に
於
け
る
費
用

構
成
を
基
礎
と
す
べ
き
事
を
論
じ
、
こ
の
立
場
よ
り
経
螢
を
左

の
如
く
分
類
し
夫
々
財
産
構
成
の
特
性
を
異
に
す
る
事
を
論
述
し

て
ゐ
る
。

6.5.4.3.2.1

原
料
中
心
の
経
菅

螢
力
中
心
の
経
螢

資
本
中
心
の
輕
菅

原
料
勢
力
中
心
の
経
菅

原
料
資
本
中
心
の
経
螢

勢
力
資
本
中
心
の
経
螢

経
螢
を
右
の
如
く
特
性
に
よ
り
て
分
類
す
る
事
は
、

し
乍
ら
損
釜
計
算
書
に
於
て
販
費
高
が
襲
表
さ
れ
、

明
確
に
學
げ
得
る
場
合
に
は
可
能
で
あ
る
。
然
し
我
國
に
於
て
は
之
等
の
獲
表
を
な
さ
な
い
の
を
常
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
之
に
依

る
経
菅
分
類
は
事
實
上
不
可
能
事
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
商
工
省
が
資
源
調
査
法
に
基
い
て
各
工
業
主
よ
り
呈
示
せ
し
め
る
調
査
表

に
擦
つ
て
作
成
し
た
昭
和
五
年
の
主
要
費
用
は
生
産
額
封
比
表
の
数
宇
に
よ
り
て
次
の
如
く
構
成
を
作
成
し
、
之
と
財
産
構
成
と

]≦
舞
a

聾

9

写
讐
①
】W
。
三

魯

・

〉
島
o
冨
げ
&
ぎ
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o
切
g
H
写
冨

●

罫

冨

亀
冨
島
5
喀
。
切
g
ユ
o冨
.

]≦
暮
。目Σ
己
・
密

暮

巴
冨
甑
昌
鳴
ρ

切
。窪
。げ
o
冨

緯
a

苧
9

》
吾
o静

げ
&
言
鴨
o
団
2
箒
冨
.

》
Hぴ
魯
ω己
.
昏

冨

巴
ぴ
o象
昌
四
。
閑
魯
蔚

び
。●

決

算

報

告

書

を

外

部

よ

り
解

剖

し

た

の
み

に

て
は
到
底

行

ひ
得

な

い
。

然

螢
業

報

告
書

か

ら

一
般

経
螢

費

、
原

料

使

用

高

、

工
賃

支
佛

高

等

の
歎

字

を



墨

第 竃 表

我國主要企業の費用構成と財産構成との封照表

我
國
主
要
企
業
煙
麿
の
翻
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

(昭 和 五 年)

六
五

産 業 名
製品主要費用の比率 総資産の比牽

原鞭1工 賃1蠣 蕃 固定難i流 動館

(二)原 料 費の比較的大な る経螢種類

紡 績 業

食 料 品 工 業

羊 毛 工 業

製 粉 業

製 糖 業

製 材 木 材 業

80

82

84

96

94

81

13

11

11

2

3

16

7
97

5

2

4

3

55

59

63

61

61

34

45

41

31

39

39

66

(2)固 定資産の比較的大な る経管種類

窯 業

洋 灰 業

入 澄 絹 縣 業

鐵 銅 業

36

22

55

56

4夏

7

23

28

23

71

22

16

71

75

72

69

29

25

28

31

(3)原 料 と勢力(叉 に動力費)と が比較的平均ぜろ経管種類

機 械 工 業

肥 料 工 業

造 船 業

製 紙 業

化 學 工 業

63

53

55

66

74

28

4

39

夏0

8

gl

43

6

24

18

45

50

46

48

52

55

50

54

52

馨

(4)各 種 企 業 の 亭 均

62
祠 呵 571 43

を
封
照

せ
し
む
れ
ば
次

の
通
り

で
あ
る
。



我
國
主
要
企
業
煙
螢
の
静
的
分
析
に
關
す
ろ

一
研
究

六
六

こ
の
封

照
表
作

成

の
結
果
、
費
用
構
成

と
財
産
構
成

と

の
間

に
次

の
如

き
關
係

が
存
す
る

こ
と
を
嚢
見

し
た
。

(2) (1)(3)

 

此

の

一
般

的
法
則

に
就

て
、

(
流

動
資
産

)

高

き
配
分
を
示
す

と
言
は
れ
る
が
、

せ
な

い
。
例

へ
ば
生
産

過
程
が
相
樹
的

に
張
く
機
械
化

さ
れ
、

姿

當

せ
ざ
る
が
如
く

で
あ
る
。
』

械
力

に
攣

へ
る

に
あ
る
を
以

て
、
筆

者

が
費

用
構
成

の
断
定
を
な
す

に
於

て
も
機
械

の
運
縛
費
用
た

る
動
力
費

が
そ

の
重
大
な
る

一
要
素

で
あ

る
事
を
忘
れ

て
は
な
ら
ぬ
。

こ
の
意
味

に
於

て
、

工
賃
と
動
力
費

と
を
勢
力

と
考

へ
る
時

は
、
本
法
則

は

一
般
的

に

要

當
す

る
も

の
で
あ
る
事
を
主
張
し
度

い
者

で
あ
る
。

上
述

の
如
く
企
業

の
種
類

を
異

に
す

る
事

に
よ
り
、
財
産
構
成

の
上

に
大
な
る
特
異
性
を
表
す
も

の
で
あ
る
か
ら
、
経
螢
分
析

原
料
費
の
比
較
的
大
な
る
経
螢
は
財
産
構
成
の
上
に
於
て
、
固
定
資
産
が
比
較
的
少
で
あ
る
事
。

勢
力
費
又
は
動
力
費
の
比
較
的
大
な
る
維
螢
は
、
財
産
構
成
の
上
に
於
て
、
固
定
資
産
が
比
較
的
大
で
あ
る
事
。

勢
力
、
動
力
二
費
目
の
合
計
経
費
比
較
的
大
な
る
も
の
亦
同
じ
。

原
料
費
と
帥労
力
費

(
叉
動
力
費
)
と
が
比
較
的
牛
均
せ
る
維
菅
に
於
て
は
、
其
の
企
業
の
財
産
構
成
に
及
ぼ
す
結
果
固

定
資
産
と
流
動
資
産
が
大
艦
亭
均
せ
る
事
。

小
菅
敏
郎
氏
④
は

『
高
き
原
料
の
配
分
從
つ
て
高
き
比
例
的
費
用
を
有
す
る
経
螢
は
、
取
引
財
産

に
於
て
著
し
く
高
き
配
分
を
示
し
、

高
き
経
螢
費
用
を
有
す
る
経
螢
は
設
備
財
産

(
固
定
資
産
)
に
於
て
著
し
く

此
の
法
則
は

一
般
的
に
も
妥
當
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
上
述
せ
る
菅
業
部
門
に
於
て
も
妥
當

化
學
的
過
程
と
し
て
殆
ん
ど
自
動
的
に
経
過
す
る
製
粉
業
に
於
て

と
述
べ
ら
れ
た
事
は
筆
者
も
亦
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
近
代
工
業

の
特
徴
は
、
螢
力
を
機



を
な
す
場
合
に
は
各
種
企
業
別
に
後
述
す
る
如
き
標
準
比
率
を
作
成
し
、

で
あ
る
。

有
機
的

に
結
合
せ
る
財
産
構
成
の
優
劣
を
判
定
す
可
き

企
業
財
産
構
成
の
股
盆
に
及
ぼ
す
影
響

筆
者
は
企
業
の
財
産
構
成
を
大
別
し
て
固
定
資
産
と
流
動
資
産
に
轄
ち
、
之
等
が
不
釣
合
な
る
構
成
状
態
に
あ
る
時
に
は
企
業

に
不
利
釜
を
與

へ
、
鵬
て
企
業
の
損
釜
及
び
生
存
關
係
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
事
を
述
べ
た
。

企
業
経
螢
の
立
場
か
ら
論
す
れ
ば
固
定
資
産
即
ち
工
場
及
設
備
等
が
多
い
程
有
利
な
課
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
企
業
の
生
命

は
牧
釜
力
で
あ
り
牧
釜
力
の
源
泉
は
固
定
資
産
に
求
む
可
き
が
故
で
あ
る
。
然
乍
ら
固
定
資
産
を
圓
滑
に
利
用
し
て
企
業
牧
釜
を

學
げ
る
爲
に
は
、
必
す
或

一
定
の
資
本
を
流
動
資
産
の
形
に
於
て
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
そ
の
限
度
を
超
え
て
企
業

資
本
を
固
定
財
産
に
固
定
さ
せ
る
な
ら
ば
、
原
料
の
仕
入
、賃
金
の
支
彿
、製
品
の
販
費
等
に
必
要
な
る
資
本
に
欠
乏
を
來
し
、
折

角
優
良
な
る
生
産
設
備
を
擁
し
乍
ら
之
を
利
用
さ
せ
る
事
が
出
來
な
い
状
態
に
陥
る
。
故
に
企
業
財
産
を
如
何
な
る
割
合
に
於
て

固
定
資
産
と
流
動
資
産
と
に
有
機
的
に
結
合
せ
し
め
る
か
望
企
業
の
牧
釜
を
決
定
す
る

一
大
要
素
で
あ
る
。

國
松
豊
氏
㈲
は
此
の
關
係
に
就
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

「資
本
の
流
動
資
産
と
し
て
蓮
用
さ
れ
る
金
額
が
固
定
資
産
の
金
額
に
比
し
て
大
を
加
ふ
る
に
從
ひ
て
企
業
の
利
釜
力
を
増
加
す

る
。
そ
の
金
額
の
相
互
の
關
係
は
企
業

の
種
類
に
よ
り
同
じ
か
ら
ざ
る
も
、
固
定
資
産
を
基
礎
と
す
る
企
業
な
ら
ざ
る
限
り
、
能

我
國
主
要
企
業
経
螢
の
静
的
分
析
に
關
す
る
一
研
究

六
七



我
國
主
要
企
業
経
讐
の
静
的
分
析
に
關
す
る
一
研
究

六
八

ふ
可
く
ん
ぱ
固
定
資
産
を
流
動
資
産
の
金
額
に
超
過
せ
し
め
て
は
な
ら
な
い
。
固
定
資
産
の
流
動
資
産
に
封
す
る
比
率
は
企
業
の

牧
盆
力
に
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
牧
釜
力
を
表
す
指
歎
と
し
て
用
ふ
る
事
が
出
來
る
。」
と
。

然
し
こ
の
原
則
は

一
般
に
は
愛
當
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
流
動
贅
産
は
其
の
本
質
を
稜
揮
し
回
縛
し
て
始
め
て
企
業
に
牧
釜

を
齎
ら
す
も
の
で
あ
る
。
た
と

へ
現
金
や
材
料
が
豊
富
に
存
在
し
て
も
此
等
を
企
業
に
使
用
せ
す
、
軍
に
藏
し
て
置
く
の
み
に
て

は
企
業
の
牧
益
を
學
げ
得
ざ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
事
實
は
次
に
示
し
た
る
本
邦
に
於
け
る
紡
績
業
の
財
産
構
成
と
牧
釜
力

と
の
關
係
を
見
て
も
明
確
に
観
察
し
得
る
。
例

へ
ば
大
阪
合
同
の
如
き
は
流
動
資
産
は
固
定
資
産
の

一
・
七
倍
に
あ
た
り
、
我
國

紡
績
業
中
最
も
大
な
る
流
動
資
産
の
指
数
を
示
せ
る
に
拘
ら
す
、
企
業
の
牧
釜
力
は
昭
和
五
年
下
期
に
於
て
損
失
を
示
す
如
き
矛

盾
が
事
實
上
存
在
し
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
く
考

へ
る
時
は
、
企
業
の
利
釜
を
増
加
せ
し
め
る
原
因
は
流
動
資
本
の
額
の
大
な
る
の

み
に
よ
ら
す
し
て
、
其
の
同
韓
率
に
擦
る
も
の
と
謂
ふ
可
く
、
そ
の
運
用
せ
ら
る
、
金
額
は
第
二
次
的
の
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
、

企
業

の
販
費
高
叉
は
製
造
高
は
、
流
動
資
産
の
攣
化
の
度
数
換
言
す
れ
ば
そ
の
同
輻
し
た
る
積
数
で
あ
る
。

斯
く
の
如
き
意
味
よ
り
、
企
業
の
財
産
構
成
と
牧
釜
力
と
の
關
係
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
流
動
資
産
の
固
定
資
本
に
封
す
る

指
数
と
流
動
資
本
の
同
縛
牽
と
を
野
照
し
以
て
企
業
の
牧
釜
力
の
如
何
を
考
察
す
可
き
で
あ
る
。
次
に
示
す
表
は
、
本
邦
紡
績
業

に
於
け
る
財
産
構
成
と
牧
釜
力
と
の
關
係
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
間
の
事
實
を
最
も
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
乃
ち
、
ω
倉

敷
、
大
阪
合
同
、
岸
和
田
の
如
き
は
流
動
資
産
の
指
数
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
が
、
回
鱒
率
が
甚
だ
劣
悪
な
る
た
め
、
企
業
牧
釜

力
は
損
失
を
示
し
て
ゐ
る
。
反
之
、
内
外
、
日
清
は
指
数
は
比
較
的
小
で
あ
る
が
回
韓
率
良
好
の
爲
め
牧
釜
は
相
當
の
率
を
示
し
て



ゐ
る
。
又
富
士
瓦
斯
の
如
く
同
韓
率
は
相
當
で
あ
る
が
、
流
動
資
産
の
不
足
の
た
め
損
失
を
計
上
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
何
れ

に
せ
よ
鐘
淵
の
如
く
指
数
に
於
て
も
亦
同
鱒
率
に
於
て
も
共
に
良
好
な
る
も
の
は
、
そ
の
企
業

の
牧
釜
力
は
甚
だ
良
好
で
あ
る
事

は
企
業
財
産
構
成
と
牧
釜
と
の
關
係
に
於
け
る

一
大
原
則
で
あ
る
。

表六第

我國紡績業に於ける財産構成と牧益力との關係

(昭和五年上期)

曾 鮭 名 固定資産流動資産
流動資産 企 業 の
同 購 奉 牧 盆 力

※指歎

(繧濟的禰)%

鐘 淵 50・3 49.3 1.15 11.44 1.CO

富士 瓦斯 7鑑6 274 163 撮失 α37

倉 敷 44.9 55」 o.25 o.58 1.22

大 阪合 同 364 62.3 0.12 損失 L70

頑 島 6q7 39・3 α38 1.60 α64

内 外 61.7 3&3 竃42 8.66 α62

日 消 78.1 21.9 2.16 9.20 α27

東 洋 46.8 53・2 α27 9.77 1・13

大 日 本 52.3 47・2 α25 5.83 α90

岸 和 田 43ρ 57ρ α78 旗失 1.32

合 計 53・7 45.9 α66 ◎11 α87
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備考:本 表は東洋経濟新報杜編纂事業會杜絶瞥敷率の研究

の鍛字な基礎 として作成すo

※指数に固定資産 とし流動資産 との割合o
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我
國
主
要
企
業
脛
管
の
静
的
分
析
に
關
す
ろ
一
研
究

七
〇

斯
く
の
如
く
流
動
資
産
の
同
韓
率
と
財
産
構
成
組
織
と
が
企
業
の
牧
釜
力
を
増
加
せ
し
め
る
場
合
を
大
盟
三
つ
に
分
つ
事
が
出

來
る
。①

企
業
の
財
産
構
成
に
於
て
は
流
動
資
産
の
固
定
資
産
に
封
す
る
指
激
は
小
で
あ
る
が
、
流
動
資
産
の
同
縛
牽
が
大
で
あ

る
場
合
。

②

企
業
の
財
産
構
成
に
於
て
は
流
動
資
産
の
固
定
資
産
に
封
す
る
指
敷
は
ほ
壁
同

一
で
あ
る
が
、
流
動
資
産
の
同
鱒
率
が

大
な
る
場
合
。

③

企
業
の
財
産
構
成
に
於
て
流
動
資
産
の
固
定
資
産
に
封
す
る
指
激
は
大
で
あ
り
流
動
資
産
の
同
縛
率
も
大
で
あ
る
場
合
。

①
の
場
合
は
販
費
高
共
の
他
の
條
件
が
不
攣
の
場
合
に
於
て
若
し
も
流
動
資
産
の
同
輻
率
を
増
加
す
る
こ
と
に
成
功
し
得
た
場

合
で
あ
る
。
此
の
場
合
は
流
動
資
産
は
減
少
す
る
。

そ
れ
は
経
螢
組
織
の
改
善
に
よ
つ
て
製
造
期
間
と
在
庫
期
間
と
を
短
縮
し
費
掛
金
の
同
牧
速
度
を
増
加
し
行
く
場
合
に
起
る
現

象
で
あ
る
。
更
に
重
要
な
る
事
は
此
の
場
合
総
資
本
を
減
少
す
る
そ
の
結
果
企
業
の
牧
釜
力
、
乃
ち
経
濟
的
利
廻

(
企
業
使
用
全

髄
資
本
に
封
す
る
利
釜
率
)
は
良
好
と
な
る
か
、
叉
は
こ
れ
ま
で
固
定
し
居
た
る
資
本
を
開
放
し
て
他
の
目
的
に
使
用
し
得
る
結

果
利
釜
金
を
増
加
す
る
事
と
な
る
。
之
は
前
例
我
が
國
の
紡
績
業
に
於
て
は
日
清
紡
績
、
内
外
紡
績
の
場
合
で
あ
る
。

　α
の
場
合
は
固
定
資
産
と
流
動
資
産
の
絶
封
数
字
も
比
率
も
共
に
不
動
な
る
場
合
で
あ
る
。
攣
化
す
る
の
は
販
費
高
で
あ
つ
て

流
動
資
産
の
同
鱒
牽
と
固
定
資
産
の
活
用
度
が
動
い
て
來
る
活
用
度
に
於
い
て
は
藪
字
的
に
は
示
さ
れ
な
い
が
、
同

一
の
固
定
資



産
を
以
て
多
く
の
製
造
高
を
得
る
場
合
に
其
の
固
定
資
産
が
活
用
度
を
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
流
動
資
産

と
固
定
資
産
と
が
不
鍵
な
る
場
合
に
於
け
る
流
動
資
産
の
同
輻
率
を
増
加
す
れ
ば
固
定
資
産
の
活
用
度
も
増
加
す
べ
く
、
活
用
度

の
増
加
は
原
債
の
上
に
影
響
を
及
ぼ
し
高
め
ら
れ
た
資
本
同
韓
率
は
資
本
の
牧
釜
力
を
増
加
さ
す
事
と
な
る
。

　皿
の
場
合
は
流
動
資
産
と
販
費
高
と
が
同
時
に
増
加
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
景
氣
の
沸
騰
す

る
際
に
起
り
得

べ
き

現
象
で
あ

(
る
。
固
定
資
産
の
活
用
度
は
高
め
ら
れ
生
産
高
は
増
加
し
、
経
螢
の
消
化
限
度
ま
で
在
庫
品
は
増
加
す
る
。
叉
販
費
高
も
釜

々
増

加
し
延
て
流
動
資
産

の
同
鱒
は
愈
々
上
昇
し
て
行
く
、
そ
の
結
果
勿
論
企
業
の
牧
釜
力
も
増
加
す
る
。
此
の
關
係
を
圖
解
す
れ
ば

次

の
如
く
で
あ
る
。
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以
上
は
主
と
し
て
流
動
資
産

と
牧
釜
と

の
關
係

を
述

べ
た

の
で
あ

る
が
、
固
定
資
本

と
牧
釜
と

の
間

に
は
如
何
な
る
原
則

が
成

立
す
る

か
と
云
ふ
に
、

一
般

に
次

の
如
く
云
は
れ

て
居

る
。
①

ω

固
定
資
産

が
増
加
し

て
牧
釜
が
減

少
す

る
企
業

は
不
良

で
あ
り
、

②

固
定
資
産

の
増
加

と
共

に
牧

釜
の
増
加
す

る
企
業

は
普

通

で
あ
り
、

㈹

固
定
資
産

が
減

少
し

て
却

て
牧
釜

の
増
加
す

る
企
業

は
良
好

で
あ
る
。

之
を
要
す

る

に
企
業
財
産
構
成

の
有
機

的
結
合

が
如
何

に
企
業

の
牧
釜

に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
か
と
云

ふ
事

が

了
解

さ
れ
た

で
あ
ら
う
。



景
氣
麓
動
の
財
産
構
成
に
及
ぼ
す
影
響

過
去
拾
激
年
間
の
我
國
代
表
會
枇
の
貸
借
封
照
表
を
考
察
す
る
と
、
企
業
の
財
産
構
成
の
上
に
起
れ
る
幾
多
の
攣
化
を
見
禺
す

事
が
出
來
る
。
乃
ち
好
況
時
代
に
は
何
人
も
流
動
資
産
の
著
し
き
膨
脹
を
引
起
す
事
實
を
認
め
る
事
が
出
來
る
。
即
ち

一
般
物
便

は
騰
貴
し
た
る
爲
め
手
持
品
や
費
…掛
金
等
の
資
産
は
以
前
よ
り
増
加
し
、
加
之
各
種
企
業

の
取
引
高
は
著
し
く
壇
加
し
た
る
結
果

必
然
的
に
全
財
産
中
に
於
け
る
流
動
財
産
の
相
封
的
比
率
を
大
な
ら
し
め
る
こ
と
」
な
る
。

斯
く
し
て
好
景
氣
の
絶
頂
期
に
入
る
と
各
種
企
業
の
固
定
資
産
の
上
に
大
な
る
損
張
が
起
り
、
他
方
に
は
手
持
商
品
の
増
大
に

よ
る
流
動
資
産
の
回
韓
速
度
の
停
滞
に
よ
り
て
企
業
財
産
申
の
流
動
資
産
の
相
封
的
比
率
の
増
加
が
停
滞
し
、
否
下
降
し
始
め
、

こ
れ
が
物
債
下
落
と
取
引
高
減
少
の
反
動
期
に
至
る
迄
綴
綾
し
、
途
に
反
動
期
に
於
て
爾
者
の
關
係
が
逆
鱒
す
る
。

斯
く
の
如
く
、
景
氣
の
財
産
構
成
に
及
ぼ
す
影
響
は
顯
著
な
る
も
の
あ
る
に
よ
り
、
好
況
時
代
に
既
に
來
る
可
き
反
動
期
に
備

へ
る
準
備
を
な
す
事
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
流
動
資
産
に
於
て
然
り
で
あ
る
。
手
持
商
品
並
び
に
費
掛
金
の
同
輻
率
が
、
物
償
下

落
し
取
引
高
減
少
の
不
況
時
に
於
て
も
好
況
時
代
と
同
様
の
同
韓
率
を
示
す
様
に
導
く
だ
け
の
準
備
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
反

動
期
に
於
て
こ
れ
が
實
行
さ
れ
た
企
業
は
極
め
て
少
数

で
あ
る
が
、
此
等
は
例
外
な
く
今
日
の
如
き
不
況
時
代
に
は
相
當
の
牧
釜

を
示
し
て
ゐ
る
。

他
面
、
固
定
資
産
は
永
久
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
反
動
期
に
於
て
取
引
高
が
減
少
し
物
債
が
下
落
し
て
も
、
流
動
資
産
の
如

我
國
主
要
企
業
縄
讐
の
静
的
分
析
に
關
す
る
一
研
究

七
三



我
団
主
要
企
業
経
磐
の
静
的
分
析
に
闘
す
る

一
研
究

七
四

く
牧
縮
す

る
事
が
出
來
な

い
の
み
な

ら
す
、
好
況
時
代

に
着
手

さ
れ
た
る
そ

の
授
張
が

こ
の
時

期
に
於

て
漸

く
完
成
す

る

の
が
常

態

で
あ

る
。
こ
れ
今
日

の
如
き
不
況
時

代

に
於
け
る
固
定
資
産

過
大
投
資
問
題

の
困
難
な
る
所

以
で
あ
る
。

今

吾

々
は
景
氣
攣
動

の
財
産
構
成

に
及
ぼ
す
影
響
を
知

る
が
爲

め
に
、
↑
国
・
国
誇
㈲

が
米
國

に
於
け
る
代
表
的
各
種
企
業

百
八

十

八
肚

に
就
き

て
行

ひ
た
る

一
九

一
四
年

よ
り

一
九

一
=

年

に
至
る
八
ケ
年

間

の
固
定
資
産

と
流
動
資
産

と

の
比
較
を
掲
載

し
や

う

。表八第

米國の各種企業に於ける代

表的188杜 の財産構成歌態

年 次 流動資産 固定資産 其他資産 全資産

Ig14 28.7 57.8 13・5 Ioo

Ig15 31・7 55.6 累2・7 100

Ig買6 36.2 51β 12ρ 100

Ig=7 4=.2 47.1 11・7 Ioo

1918 43・5 44.7 H.8 100

191g 43.7 45ρ 11・3 Ioo

1920 43・7 41.1 11.2 Ioo

1921 37・5 49.5 =2β

【

100

こ
の
表
に
よ
る
と

一
九
二
〇
年
迄
は
流
動
資
産
は
膨
脹
し
、

一
九
二

一
年
に
於
て
著
し
く
低
下
し
て
ゐ
る
。
固
定
資
産
に
於

て
も
亦
前
表
の
如
く
、
よ
く
景
氣
攣
動
の
財
産
構
成
に
及
ぼ
す

影
響
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
本
邦
に
於
け
る
實
情
如
何
と
言
ふ
に
、
こ
れ
に
關
す
る

資
料
は
日
本
渤
業
銀
行
調
査
課
焚
表
の

「
工
業
會
肚
事
業
成
績

調
」
と
東
洋
経
濟
新
報
肚
編
纂
の

「
事
業
會
杜
経
螢
効
率
の
研

究
」
と
が
あ
る
。

第
九
表
は
日
本
勧
業
銀
行
調
査
課
の
調
査
に
よ
る
大
正
九
年

以
降
に
於
け
る
諸
製
造
禽
肚
の
固
定
資
産
と
流
動
資
産
と
の
比



率
と
、
景
氣
の
財
産
構
成
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
る
た
め
に
物
便
指
数
と
を
封
立
せ
し
め
て
み
た
。
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 こ
の
表

に
ょ

つ
て
明
か
な
る
如
く
、
大

正
九
年

上
牛

期

に
於

て
流
動
資
産

の
割
合

が
頗

る
大
で
あ
り
五

八

・
四
%
を
占
め

る
に

我
國
主
要
企
彙
縄
管
の
静
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

七
五



、

我
國
主
要
企
業
純
菅
の
静
的
分
析
に
聞
す
る

一
研
究

七
六

大

正
九
年

の
恐
慌

を
縛
期
と
し
て
そ
の
形
勢

が

一
攣

し
、
大

正
十
年

よ
り
固
定
資
産

が

一
路
遽
増

の
傾
向
を
辿
り
、
反
之
流
動
資

産

は
逓
減

し

て
ゐ
る
。
即

ち
大

正
十
年
上
期

に
於
け

る
固
定
資
産

は
、
五

一
・
八

に
封
す

る
流
動
資
産

が
四
八

・
二

で
あ

る
も

の

が
、
昭
和
五
年

下
孚
期
に
至
り
固
定
資
産

七

二

。
二

に
封
し
流
動
資
産

二
七

・
八
を
示
し
固

定
資
産

の
割

合

の
激
増
を
示
し

て
ゐ

る
。

こ
の
事

は
不
況
期
に
於
け

る
固
定
資
産

の
膨
脹

、
そ

の
利
用
密
度

の
低
下
に
よ
る
利
潤

の
低
落

を
意
味
す

る
も

の

で
あ
る
。
こ

の
事
實

は
又
物
贋
指
歎

に
最

も
よ
く
表

れ

て
ゐ
る
。
即

ち
大
正
十
年

よ
り
物
債

指
敏

は
遽
減
を
辿
り
、
大

正
十
三
年

十
四
年

に
は

稽

々
小
康

を
得
た
様
で
あ
る
が
、
大

正
十

五
年
以
降
は
逓
減

の

一
路
を
辿
り
、
大

正
十
年

一
〇

二

・
四
な
り

し
も

の
が
昭
和

五
年

に
は
七
〇

・
二
に
下
落
し

て
居
る
事
實

と
財
産
構

成

の
攣

化
と
を
封

照
す
る
と
そ

の
間

の
事
情

を
窺

ふ
に
足
り

る
。

更

に
之

が
詳
細

の
研
究

に
便

な
ら
し
む
る
た
め
、
東

洋
経
濟
新
報
肚

編
纂

の

「
事
業

會
肚
維
菅
効
率

の
研
究
」
嚢
表

の
紡
績

、
肥

料
、
洋
友
、
製
粉

、
製

糖
、
製

紙
、
萎

酒
、
炭
鑛

、
電

燈
、
電
力
、
電

鐵
、
我
國
主
要
企
業

十

一
種
七
十
五
肚

の
財
産
構
成
を
大

正
六
年

以
降
年
次
別
に
李
均
し
た
る
結
果

を
作
成

し
、
景
氣
愛
動

の
財
産
構
成

に
及
ぼ
す
影
響
を
知

る
に
便

な
ら
し
む
る
た
め
、

物
債
指
数

と
を
封
照
し
た
右

の
如
き
表

を
作
成
し
た
。
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此

の
表

に
は
世
界
大
職
開
始

の
大

正
三
年

(
一
九

一
四
年
)
を
起

瓢
と
し

て
昭

和
五
年

の
上
期

に
及

ん
で
ゐ
る
も

の
で
、
大

正

三
年

上
期
を
起
黙
と
し
て
採

つ
た
理
由

は
今

日
我
國
経

濟
界

は
異
常

な
る
世
界
的
不
況

に
巻

込
ま
れ

て
居

る
が
、

こ

の
企
業

の
位

置

が
大
職
前

に
比
較

し
て
如
何
な

る
歌
態

に
あ

る
か
、
又
そ

の
間

に
財
産
樗

成

の
上

に
如
何

な
る
攣
化
を
示

し
て
ゐ
る
か
を
明

ら

か

に
す

る
た
め

で
あ

る
。

即

ち
世
界
大
職
は
大

正
三
年

(
一
九

一
四
年
)

に
始

ま
り
、
大

正
七
年

(
一
九

一
八
年
)

に
絡

つ
て
ゐ
る
。
こ

の
間

の
財
産
構

我
國
主
要
企
業
級
讐
の
艀
的
分
析
に
關
す
る
一
研
究

七
七



'

我
國
主
要
企
業
経
管
の
静
的
分
析
に
開
す
る

一
研
究

七
入

成

上

の
攣
化
は
、
大
正
三
年
上
期

に
流
動
資
産
は

三
〇

・
九

二
%

に
あ

つ
た
も

の
が
、
大

正
七
年

下
期

に
は

三
九

・
三
五
に
迄
膨

脹

し

て
ゐ
る
事
實

は
我
國
経
濟
界

の
好
況

に
向

ひ
つ

」
あ

つ
た
事
實

を
示
す
も

の
で
あ
る
。

大
職
後
漸

次
其

の
傾
向

を
高

め
、
大

正
九
年
上

期

に
至
り
最

高
頂

に
走
り
流

動
資
産

は
四
九

・
○
○
、
固
定
資
産
は
五

一
・
○
○

の
割
合
を

示
し

た
る
も
同
年
下
期

に

至

O

て
途

に
恐
慌

を
惹
起
し

、
之
を
韓

期
と
し

て
そ

の
形
勢

一
攣

し
、
繭
後
遽
減

の

一
路
を
辿

つ
た
。
然

る
に
大
正
十
五
年
下
期

に
至
り

更

に
其

の
速
度
を
速
め
、
塗

に
昭
和
二
年

四

月
の
所
謂
金
融

恐
慌

の
誘
襲

と
な
り

、
昭
和
五
年

上
期

に
於

て
は
固
定
資
産

六

四

・
八
八

に
封
す

る
流
動
資
産
は

三
四

・
六
七
%
を
示
す

に
至

つ
た
。

こ
の
事
實

は
前
述

の
原

理
を
首
肯

せ
し
む
る
に
充
分
な
論

詮

で
あ

る
。

次

に
吾

々
は
生
産
手
段

の
生
産
部
門

に
於
け

る
固

定
資
産
、
流
動
資
産

の
構
成

及
消
費
資
料

の
生
産

部
門

に
於
け
る
其

れ
に
及

ぼ
す
景
氣

の
影
響
を
考
察
す

る
た
め

に
、
東
洋
経
濟
新
報
肚

の
調
査

に
よ
る
激
字
を
基
礎

と
し

て

一
は
電
力
業
、

一
は
紡
績
業
を

探
り
次

に
掲
げ
や
う
。

潮 》 奪
H

季Lい

"金

→卜 ▼{卜 渇

圖

欝
◎㌔ひ ひ い

曾N← ←
oor圃 蔚一

藻

鴇鴇 袈全 露
甑 馬 ふ輪 轡

圖
函

《》oゆo
91ρ 、 魅 ρし
o噌ω ひQ 祷一 一

蟄

伊 や ・← ～ゆ 旨
◎"r卜N 響

}一}

図 涛 曾
尉

◎㌔ い

命 童

づト 引卜
o

繋

国
謹

φL4」 い い

野N蝉.ひ
◎㌔o◎ 悼 ◎㌔ 祷

{

罫

い い 尋Lみ
s.ひsρ 露
φL圃 悼 刈 轡

国
岬

壌3'&忘
b甑 」 く賦 盗一

薯

廿

器 蹴 響



翻 潮

脚

図 潮 潮 潮 潮

お 鴬 胃 岩oo。 畷

歯 岳 黄 奪 食{趾 食

熊 引ト 非 引←+「{← 引←

孝L李Lい4」 ωQし}ω 悼 い いω い い
ツ 望 ρ 蝉 鉾Y・rρ9← ρ。ρ ← ←
φ」刈 トき凶Nひ い 轟 いo◎oい.MO

糊 鋭窓 膿 曾$調 宕$9身
勺 恥 くbくbム 誤 ⇔ 自 軸b。 自b、b。 匂

蹄 躍 闘9鯉 お躍 鱒
目 目 窃bro目NOONO冠 轟

φξ
MつQ
貼 榔 賑 翻 圏邸 ←
轟 αo串 ・o◎ ◎o凶 ω 目 いo

潮 翻 潮 器 図 図
費

い 轟 い 悼,究`

甜 貴 甜 澱 喰 彊

卜 嘱ト 引卜 舅ト ラ伽 引旨

い い4L李 轟 い 串・ い 轟 轟 轟
9 ρ9QP◎ ㌔β ρ 鉾 卸 ρ◎ ρ1?罵
刈 い σ隔Q◎ 回 σ」MN悼o◎o

§
儲 おも 棚 ミ岩 糊
』boく 駄b～bお も くb萄 ら》

慧蓑鱒 謙 罷馨

茨 馨 §鰻 懸 暴蜷

 

こ
の
表

に
よ
る
と
生
産

手
段

の
生
産
部
門
た
る
電
力
業

は
、
消
費
資
料

の
紡
績
業

に
比
し

て
景
氣

に
封
し

て
は
、
よ
り
敏
感

で
あ

る
。

即
ち
大

正
三
年

上
期

に
は
流
動
資
産

が
三

・
七
%
で
あ

つ
た
も

の
が
、
大

正
九
年

上
期

の
好
況

の
絶
頂

の
時

に
は

五
〇

・
一

%
に

上
り
十
激
倍

に
及
び
、
昭
和
五
年

の
上
期

に
至
り

て

一
九

・
五

に
減

じ
た
事
實
を

以

て
し

て
も
明
白

で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述

し
た

る
如
く
電
力
業

の
如
き
生
産

手
段

の
生
産
部
門

の
企
業

は
、
固
定
資
産

が
溝
費
資

料

の
生
産
部
門

に
於

て
よ
り
も
大
な

る
割

合

を
占
め
、
從

つ
て
そ

の
増
減
を
景
氣

に
適

慮
せ
し
む
る
事
が
よ
り
困
難

な
る
が
爲

め
で
あ
る
。

以
上
大
盟
企
業
財
産
構
成

の
本

質
上

の
問
題
を
我
國
企
業

の
實
情

に
照
慮

し

て
考
察
し
た
。
吾

々
は
次

に
企
業
資
本

の
構
成
…献

態

の
問
題

に
移

ら
う
。
(
未
完
)

我
國
主
要
企
業
経
管
の
脚
的
分
析
に
關
す
る

一
研
究

七
九
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我
國
主
要

企
業
経
管

の
静
的

分
析

に
關
す

る

一
研
究
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敏
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業
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分
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